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論文内容の要旨
本論文は、筆者が大阪大学大学院基礎工学研究科(情報数理系専攻ソフトウエア科学分野)後期課程在学中に行っ
た例外に着目した知識ベースの変換メカニズムの形式化に関する研究をまとめたものである。知識ベースの変換は動
的に変更される知識ベースのメンテナンス法として必要不可欠なものであり、従来研究においても一階論理や命題論
理などの古典論理を知識体系としたものが提案されている。しかしながら、古典論理では例外を適切に表現し、処理
することが困難であるため、知識ベースの変換には限界が有るo このような背景から本論文では例外を適切に処理で
きる非単調論理に基づいた知識ベース変換法として、矛盾解消のための知識ベースの変換法、および簡潔な知識ベー
スへの変換法を提案した。
まず通常ルール(常に結論を導くルール)をデフォルトルール(例外に関して結論を導かないルール)に変換する
知識コンパージョンを用いて、矛盾を引き起こす例外に関する結論だけを導かなくすることによって、知識ベースの
矛盾を解消する方法を提案した。この知識コンパージョンの対象となるルールを検出するために、整合状態という知
識ベースの状態を定義し、この整合状態に知識ベースを変換するアルゴリズムを示した。整合状態では知識ベース中
のルールから導かれる推論結果のうち、矛盾に関与する全ての推論結果が導かれなくなる。したがって提案したアル
ゴリズムによって、矛盾に関与するような真か偽か疑わしい推論結果が導かれない知識ベースに変換できるo
続いて知識の例外に関する観点変更によって簡潔な知識ベースに変換する手法を提案した。例外に関する観点とは
あるクラスに関して何を例外と捉えるかという、例外の捉え方をいう。捉え方を変更して例外の少ない知識にするこ
とによって、例外に関連するルールが削減されるため、簡潔な知識ベースへの変換が可能となるo 本論文では基本的
な 6 つの変換操作を用いた観点変更アルゴリズムを示した。また観点変更アルゴリズムを計算機により実装し、観点
変更によるルール数削減の実験を行った。この結果、例外が多いほどルール数が減少し、観点変更が有効であるとい
う知見が得られた。
論文審査の結果の要旨
知識ベースの変換技術は、知識ベースシステムを現実に用いるための重要な要素技術であるo 近年では巨大かっ刻々
ヴー
変動するインターネ y ト上のデータ検索の際に、知識ベースシステムを用いる場合もあり、こうしたシステムにおい
ても、検索性能の維持のために知識ベースを現状に応じて変換していく技術は重要であるといえる。本論文では、こ
のような知識ベースの変換に関する従来手法が例外に着目したものでない点を指摘した上で、例外に着目することに
よって合理的な知識ベースの変換が実現できることを示している o こうした知識ベースの変換法として、知識ベース
の矛盾を解消するための変換、および簡潔な知識ベースへの変換についてそれぞれ検討し、それらの性質を明らかに
している。
第一に知識コンパージョンによって矛盾を解消する方法を提案している。知識ベースにおける矛盾の解消法として
は、古典論理の枠組において幾つかのルールおよび事実を削除することが一般的であるが、このような方法では矛盾
に無関係な推論結果までが導かれなくなるという問題点がある。これに対して知識コンパージョンでは、矛盾に関与
するような真か偽か疑わしい推論結果のみが排除され、矛盾と無関係な推論結果は引続き得られるという利点があるo
知識コンパージョンの応用として、電子新聞記事の分類システムにおける分類ルールの修正による分類性能の向上に
ついても検討しており、実用的にも有用であるといえる o
第二に例外に関する観点変更による簡潔な知識ベースへの変換法を提案している。観点変更で用いられる 6 つの変
換操作は推論結果を変えずに知識ベースを変換するため、変換操作の適用前に得られていた推論結果は適用後にも失
われないという特徴を持つ。この性質は知識ベース変換において非常に望ましいため、これらの操作は観点変更に限
らず、非単調論理を知識体系として用いた様々な知識ベース変換の基本操作として用いることができる。
以上のように本論文における研究成果は、現実的な知識ベースシステムを取り扱うための要素技術に関し重要な知
見を与えるものであり、知識工学の分野の発展に貢献するものであり、博士(工学)の学位論文として価値あるもの
と認める。
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